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〈資 料〉

市場経済 と計画経済(3)

中 村 平 八

[解題]

計 画 経済 と指令 経 済

先 にわ れわ れ は,日 本 の経済 学 者 が 定式 化 した 市場経 済 範 疇 お よ び計 画経 済

範 疇 にっ いて 紹 介 した。 と ころ が この解 題 の後 者 に関連 して,読 者 か ら計 画経

済 と指 令経 済 の相違 につ いて説 明 を求 め られ た。 従 来・ ソ連 な ど旧社会 主義 国

の理論 家,ま た マ ル クス経 済学 系 統 の理論 家 は,さ ま ざ まな留 保 をつ けっ っ も,

ソ連 な どを マ ル ク ス的 な社 会 主 義 国 と認 定 し,こ の社 会 主義 国 の経 済 は計 画経

済 で あ る,とt張 して きた。 他 方 西 側 の経 済学 者,と くに新 占典 派 の経 済学 者

は,ソ 連 経 済 関係 の論稿 にお いて,計 画経済plannedeconomyと い う概 念 の

使 用 を避 け,指 令経 済commandeconomyと い う用語 を使 用 す る例 が 多 か っ

た。

読 者 の提 起 した この 問題 は検討 に値 す る。 計 画経 済 と指 令 経済 は同義 で あ ろ

うか。ちな み に 日本 の代 表 的 な経済 学 辞 典 は,「 指 令経 済 」とい う用 語 を承 認 し

て お らず,ま た 「計 画経 済 」の用 語 解説 に お いて,「 指令 経 済 」 との関係 にっ い

て論 述 して い る もの は ない。 しか し,日 本 の研 究者 の個別 論 稿 にお いて は,ソ

連 等 の計 画経 済 に言及 した さい,「 指 令 的 」 とか 「行 政 的」 とい う形 容 詞 をっ け

る場 合 が あ る。

外 国 の場 合 は ど うで あ ろ うか。 力不 足 の た め広 く経 済学 辞 典類 を探索 で きな

か ったが,代 表 的 な文 献 と して 〈TheNewEncyclopaediaBritannica,15th

Ed.,1993.〉 を と りあ げて み た。 同 百科 辞 典 に は,plannedeconomyと い う項

目はな く,代 わ りにcommandeconomyと い う項 目が掲 載 され て い る(Vol.3,
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486ペ ージ)。

同辞 典 に よれ ば,指 令経 済 とは,「 生 産 手段 が社 会 的(publicly)に 所 有 され
,

経 済 活 動 が 中央 当局(acentralauthority)に よ って制御 され る(controlled)経 済

シ ステ ム」 の ことで あ る。 中央 当局 は,「 生 産 企業 に 量的生 産 目標 を割 り当てs

原 材 料 を配 分 す る」。指 令経 済 シス テ ムにお け る生産 物 全 体 の釣 り合 い は
,中 央

当局 に よ り政 治 的 に決定 され る。釣 り合 い の決 定 後 ,中 央計 画者(centralplan-

ners)は,「 生 産 す べ き財 貨 の類 別 お よ び各企 業 へ の割 当量 を算 定 す る」
。消 費 者

は中 央 計 画者 の決 定 に間接 的 に影響 を与 え る こ とが で き るが,そ れ は計 画者 が

市場 で発 生 す る過 剰 お よ び不足 を考 慮 す る場 合 に限 られ る。 消 費 者 の唯 一 の 直

接 的選 択 は,す で に生 産 され た商 品 に対 して な され る。「価 格 もまた 中央計 画者

によ って決 あ られ るが,価 格 は,市 場 経 済 の ごと く,財 貨 の生 産 者 が生 産 量 を

増 加 も し くは減少 させ る シグナ ルの役 割 は果 た さ ない」。 そ の代 わ りに価 格 は,

中央計 画者 が 消費 財 の総 需 要 と供 給 とを調 和 させ よ うと努 力す る さい に,主 に

彼 らの計 器 と して用 い られ る。 中央 当局 は,企 業 に 「物 的 単位 で生 産 目標 を割

り当 て,物 量で原 材 料 を配分 す る」。数 千 万 もの生産 物 を と もな う現 代 の 巨大経

済 の過 程 は きわ め て複 雑 で あ り,実 際 に は多 くの困 難 が と もな う。「この種 の 中

央 計 画 に も利 点 が な いわ けで は ない。必 要 とあ らば,戦 時 とか 国家 の危 急 の さ

い に,資 源 を全 国 的規 模 で ただ ちに動 員 で きるか らで あ る」
。

同辞 典 はEconomicSystemsと い う人 項 目を設 け(VoLl7,pp .908-913),中 項

目 と してCentrallyplannedsystems(pp.912--913),小 項 目 と してSovietplan-

ningを 設 け て い る(pp.912-913)。 それ らに よれ ば,「現 代指 令 社 会 は,事 実上,

社会 主義 の名 で組 織 され て きた」 と述 べ,指 令 経 済 は,現 実 に存 在 した ソ連 ・

東 欧 ・中 国 な どの 「社会 主義経 済 」,す な わ ち 「計 画経 済 」の 同義 語 で あ る こ と

を示 して い る。参 考 まで に同辞 典 は,経 済 システ ム と して,①traditionの 原理

に も とつ く経 済 シ ス テ ム,②commandに した が って組 織 され る経 済 シス テ

ム,③ 中心 的 組 織 形 態 がmarketで あ る経 済 シ ス テ ムの三 形 態 を あ げ て い る

{pp.908‐910)o

中 心 的組 織 形 態 と い う点 に着 目す れ ば,歴 史 的 に 見 て人 類 の経 済 シ ステ ム
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はy①traditionsystem(伝 統 システム)→ ②commandsystem(指 令 システム)

→ ③marketsystem(市 場 システム)と い う三 形 態 を経 験 して きた こ とにな る。

同辞 典 は,伝 統 システ ムの事 例 と して,カ ラハ リ,エ スキ モ ー,ベ ドウ ィ ンの

生 活 を あ げ,原 始 経 済 シ ステ ム,つ ま りtraditionalmodeofexistence(伝 統的

生存様式)の 下 で の経 済 シス テ ムは,採 集 ・狩猟 活 動 の調 整 様式 も,分 配 手 続 も

もたな い ので,economics(経 済学)の 特別 の用 語 や概 念装 置 は必 要 と しな い,

と述 べ て い る。

指 令 システ ム とは,公 然 も し くは隠 然 た る権 カー一 物 理 的 な強 制 も し くは刑

罰 を行 使 す る権 力,あ るい は富 も し くは特 権 を授 与 す る権 カー一 を使 用 す る シ

ステ ムで あ る。 指 令 シ ステ ム は,資 源 お よ び労 働 を動 員 す る能 力 を そ なえ て お

り,た とえ ば中国 の万 里 の長城 とか エ ジプ トの ピ ラ ミッ ドの よ うな大 規 模 な建

造物 の建設 が可能 とな る。 指 令 シス テ ムの登場 は,歴 史的 に見 て王 国 とか帝 国

な ど とい うcentralizedstates中 央集 権 国 家 の 出現 と結 びつ いて い る。 いわ ゆ

る古代 ・中世 の経 済 は,指 令 システ ムが 支配 的 な経 済 で あ り,市 場 と商品 交換

は従属 的存在 で あ った。

現 代 の指 令社 会 は,社 会 主義 とい う名 の も とに事実 上組 織 されて お り,指 令

が社 会 主義 の主 な調 整 システ ムで あ り,生 産 諸 力 は,主 に支配 エ リー トの消 費

あ る い は権 力 ・名 誉 を充 足 す るため に用 い られ る。 指 令 シ ステ ム は,伝 統 シ ス

テ ム と同様 に,経 済学 とよ ばれ る特 殊 な社 会 的分 析 を必要 と しな い。

市場 シ ス テ ム とは,市 場 メ カ ニ ズ ム がenergizer活 動 奨 励 者 お よ びcoordi-

nator調 整者 の役 割 を はたす シス テムで あ る。 市場 システ ムが 中心 的役 割 を は

た す社 会 は,た だ一 つ,資 本 主義 社 会 だ けで あ る。以 上 が<TheNewEncyc-

lopaediaBritannica>か らの簡 単 な紹 介 で あ る。なお 市場 システ ム の標 準 的説

明 につ いて は,わ が解 題 論 文 の 「市場 経 済 」 の項 目を参 照 され たい。

さて現 代 中 国 の理論 家 は,「 計 画経 済 」 と 「指令 経済 」の 関係 を ど う考 えて い

るの だ ろ うか。 彼 らは,旧 ソ連 や 改革 ・開放 以 前 の中国 の経済 制 度 を どの よ う

に性格 規 定 して い るの だ ろ うか。 あ る学 者 は 「行 政 的 命令 方 式 の計 画 管 理制度

(原文,行 政命令式計劃管理体制)」,「 高 度 に集 中的 な指令 性 計 画管 理 制度(高 度集
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中的指令性計劃管理体制)」,「行政 的指令性 の計画管理制度(行 政指令性計劃管理体

制)」,「行政的指令 を主 とする計画管理制度(以 行政指令為 主的計劃管理体制)J(醇

暮橋 「社会k.的 市場経済の諸問題」『著名学者の社会主義的市場経済論』人民出版社,

1992年)と 理解 している。ある学者 は 「中央計画経済(中 央計画経済)」
,「指令的

計画経済(指 令的計画経済)」 と規定 して いる(林 子力 「現代市場経済と現代社会主

義」a同上)。林論 文の原文の 「指令的計画経済」はT「指令 の計 画経済」と読 む こ

ともで きるが,本 稿 にお ける訳語で は 「指令的」 を形容詞 とし,「指令的(な)

計画経済」 と訳 した。

また次 の機 会に紹介す るであろ う董輔初論 文 は,改 革 ・開放以 前の中国 の シ

ステムを 「指令性計画経済(指 令性計劃経済)」 と理解 している(r市 場と社会主義

的市場」,同L)。 これ は 「指令的性格 の計画経済」の意味であろ う。論理的には,

「指令性計画管理制度 」f「指令的計画経済」あ るいは 「指令性計画経済」 という

概念 は,そ れ以外 の 「計画経済」 の存在を措定 しているかのよ うであるが,歴

史的,実 際的 には,そ の よ うな 「計画経済」 は存在 しなか ったのである。以上

の論文 はすべて,す で に柳沢和也 との共同の作業で邦訳ずみか,邦 訳予定であ

るので,日 本 の経済原論 の学者 の批判的検討 を期待 している。

旧 ソ連 な どの社会主義国で は,ゴ スプ ランな ど中央 の計画機関が まず国民経

済計 画 を策定 し,っ いでそれ は共産 党 および最 高会議 によ って審議 ・採択 さ

れ,法 律 とな り,国 家 によ って下級機関 に下達[指 令]さ れた。下達[指 令]さ

れた計 画の実行 ・実現 は,関 係諸機関 ・企業に とって義務 とな る。その意味で,

指令 に もとつ く資源配分 および計画の実施 は,行 政的な資源配分 および計画の

実施 と言 い換 えて もよい。 この点 は,現 代 資本 主義国 の政府 が策定す るガイ ド

ライ ンと しての経済計画 と質的 に異 な る。一般 に指令 とは,上 級機 関が下級機

関 に対 して行 う指図 の ことであ る。旧社会主義国 における 「計画」 の遂行 は,

「指 令」 に もとつ いて行 われた。 その意味で,中 国の学者が 「指令的計画経済」

あるいは 「指令性計画経済」 と表現 した ことは,理 解で きる。 したが って,「計

画経済」 と 「指令経済 」 は,同 一 の ものの別名 とい うことにな り,強 調点が異

な る同義語 だ と解釈 して も誤 りでないよ うに思 われ る。
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さて 中国 の研 究者 自身 の筆 に よ る社 会主 義 的 市場 経 済論 の紹 介 も,第3回 目

とな った。 そ こで,こ れ まで に紹 介 した論 文 を記 して お こ う。 醇 暮橋 「社 会 主

義 的 市場経 済 の諸問 題」,馬i社 会 主義 的 市場 経 済 を発展 させ,計 画 とrl∫場 と

が結 合 す る新 制 度 を完 全 な もの に しよ う」,糞 育 之 「市場 経 済 の問題 と思 想路 線

の問題 」(以 上,神 奈川大学経済学会 『商経論叢』第32巻 第4号,1997年5月),呉 敬

斑 「社 会 主 義 的市 場経 済 の歴 史 的沿革 と現実 的意義 」,劉 国 光 「計 画 と市場 に関

す る若 干 の 問題 」(以上,第33巻 第1号,1997年7月)。 な お,解 題 は中 村 が,翻 訳

は柳沢 和 也 と中村 が共 同 で行 った。
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